
                   

                   

  

こ
れ
は
、
昭
和
8
年
発
行
の
逗
子
の

商
工
地
図
で
す
。
横
須
賀
線
に
沿
っ
て

走
る
道
に
「
す
ゐ
だ
う
み
ち
（
水
道
み

ち
）」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
本
多
秋
五

（
文
芸
評
論
家
・
昭
和
22
年
以
来
逗
子

に
住
ん
だ
）
が
堀
田
善
衛
に
つ
い
て
書

い
た
一
文
に
も
、「
水
道
み
ち
」
は
登
場

し
ま
す
。 

           

逗子市立図書館報 

第 12 号 

2016 年 5 月 1 日発行 

逗子市立図書館 

逗子市逗子 4-2-10 

046(871)5998 

https://www.library.city.z

ushi.lg.jp 

 

 

逗
子
の
「
水
道
み
ち
」 

 

彼
が
逗
子
へ
引
っ
越
し
て
き
た
の
は
、

年
譜
を
見
る
と
昭
和
二
三
年
秋
の
こ
と

と
あ
る
。
あ
れ
が
多
分
最
初
の
住
居
だ
っ

た
ろ
う
、
横
須
賀
線
と
大
体
平
行
に
走
っ

て
い
る
水
道
道
と
い
う
通
り
を
、
逗
子
駅

か
ら
鎌
倉
の
方
へ
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
魚
徳
と
い
う

魚
屋
の
二
階
が
眼
に
浮
か
ぶ
。 

（
「
近
く
て
遠
い
隣
人
―
大
仏
次
郎
賞
を

受
賞
し
た
堀
田
善
衛
君
」
『
本
多
秋
五
全

集 

第
13
巻
』
よ
り
） 

昭和初期の逗子町 
『昭和前期日本商工地図集成 第１期』より

『明治大正昭和年表－逗子の三代史－』の 

後ろ見開きにも同じ地図あり 
この辺りが堀田善衛の逗子の

最初の住居と思われる。 

「すゐだうみち」 

逗子の水道の話 
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地
図
を
見
る
と
、「
魚
徳
」
は
今
の
な

ぎ
さ
通
り
を
過
ぎ
、
池
田
通
り
の
交
差

点
の
先
に
あ
り
ま
す
。
現
在
「
水
道
み

ち
」
と
い
え
ば
JR
逗
子
駅
か
ら
東
逗
子

駅
あ
た
り
ま
で
の
道
を
指
し
ま
す
が
、

以
前
は
よ
り
長
い
範
囲
を
「
水
道
み
ち
」

と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。  

な
ぜ
「
水
道
み
ち
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
道
は
、
横
須

賀
の
旧
海
軍
が
水
道
管
を
敷
設
す
る
た

め
に
造
っ
た
か
ら
で
す
。
起
点
を
県
央

の
相
模
川
支
流
・
中
津
川
近
く
の
現
・

愛
川
町
の
半
原
（
は
ん
ば
ら
）、
終
点
を

現
・
横
須
賀
市
の
逸
見
（
へ
み
）
浄
水

場
と
す
る
「
横
須
賀
軍
港
水
道
・
半
原

系
統
水
道
み
ち
」
で
、
逗
子
の
「
水
道

み
ち
」
は
こ
の
一
部
分
な
の
で
す
。 

 
 
 
 

旧
海
軍
は
横
須
賀
造
船
所
に
水
を
供

給
す
る
た
め
に
、
明
治
9
年
に
現
・
横

須
賀
市
の
走
水
（
は
し
り
み
ず
）
を
水

源
と
し
て
水
道
を
敷
設
し
ま
し
た
。
日

露
戦
争
の
後
、
軍
港
と
し
て
益
々
発
展

す
る
横
須
賀
で
、
水
が
さ
ら
に
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
水
量
が
豊
富

で
水
質
良
好
な
中
津
川
が
水
源
と
し
て

選
ば
れ
、
新
た
に
水
道
を
敷
設
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。 

        

 

水
道
敷
設
工
事
は
明
治
45
年
に
水

源
の
半
原
か
ら
始
ま
り
、
大
正
3
年
頃

に
逗
子
の
部
分
の
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
般
の
交
通
使
用
や
車
道
化
も
許

可
さ
れ
、
逗
子
の
道
の
発
展
の
一
助
と

な
り
ま
し
た
。
舗
装
さ
れ
た
の
は
、「
長

靴
の
い
ら
な
い
町
づ
く
り
」
を
合
言
葉

に
始
ま
っ
た
市
制
施
行
以
降
で
す
。 

    

 

   
 

鎌
倉
方
面
か
ら
逗
子
市
内
の
「
水
道

み
ち
」
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。
市
境

の
名
越
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
逗
子
ト
ン

横
須
賀
軍
港
水
道 

 

軍
港
水
道
の
遺
構 

昭和 29 年頃の「水道みち」 

道幅も狭く舗装されていない 

・半原水源地～逸見浄水場の 53㎞ 

・水源（標高 129.2ｍ）と浄水場（標

高 58.0ｍ）の約 70ｍの高低差を利

用した自然流水 

・愛川、厚木、海老名、綾瀬、藤沢、

鎌倉、逗子、横須賀を通る直線に近

い道筋 

・明治 45年工事着手、大正 10年完成 

・総工費約 384万円 

横須賀軍港水道・半原系統水道みち 

（『写真・資料で見る逗子の戦前・戦後』より） 

 



現在の沼間ポンプ場跡地（左）と、かつての沼間ポンプ場（右） 

（ポンプ場の写真は『豊かな水へのあゆみ－横須賀市水道施設写真集－』より） 

ネ
ル
を
出
て
振
り
返
る
と
、
右
手
に
立

ち
入
り
禁
止
区
域
が
あ
り
ま
す
。
奥
に

赤
レ
ン
ガ
造
り
の
坑
門
の
ト
ン
ネ
ル
が

見
え
ま
す
。
名
越
切
通
し
を
抜
け
る
「
名

越
管
路
隧
道
」
別
名
「
名
越
送
水
管
路

ず
い
道
」
で
す
。
こ
れ
は
送
水
能
力
を

上
げ
る
た
め
に
、
昭
和
6
年
頃
、
当
初

の
導
水
管
の
北
側
低
地
に
新
に
ト
ン
ネ

ル
を
掘
り
、
敷
設
替
え
し
た
も
の
で
す
。 

逗
子
駅
方
面
に
道
を
直
進
し
、「
な
ぎ

さ
通
り
」
、
JR
逗
子
駅
前
を
過
ぎ
る
と

今
で
も
「
水
道
み
ち
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
通
り
に
入
り
ま
す
。
す
ぐ
に
道
端
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
角
柱
が
見

つ
か
り
ま
す
。

「
山
形
二
条
マ
ー
ク 

海
」
と
彫
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
旧
海
軍
の
境
界
を

示
す
標
柱
で
す
。
地
面
に
埋
も
れ
て
い

る
標
柱
も
あ
り
ま
す
。

「
水
道
局
」
と
書
か

れ
た
横
須
賀
市
水
道

局
の
標
柱
も
あ

り
ま
す
。
戦
後
、

軍
港
水
道
の
施

設
は
旧
海
軍
か

ら
横
須
賀
市
に
移
管
さ
れ
た
た
め
で
す
。

東
逗
子
駅
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
海

軍
の
標
柱
と
水
道
局
の
標
柱
が
随
所
に

見
ら
れ
ま
す
。
道
も
ま
っ
す
ぐ
で
、「
水

道
み
ち
」
と
い
う
名
前
と
共
に
、
造
ら

れ
た
当
時
の
様
子
も
よ
く
残
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

沼
間
交
番
前
で
県
道
24
号
線
に
入

り
、
ア
ー
デ
ン
ヒ
ル
入
口
の
交
差
点
に

着
き
ま
す
。
図
書
館
分
室
の
あ
る
沼
間

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
隣
り
、
現

在
は
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
所
に
、
か

つ
て
「
沼
間
ポ
ン
プ
場
」
が
あ
り

ま
し
た
。
先
の

「
名
越
管
路
隧

道
」
と
同
じ
昭
和

6
年
に
、
送
水

能
力
向
上
の
た

め
に
造
ら
れ
、
同

39
年
に
使
用
中

止
、
同
49
年
に

ポ
ン
プ
場
は
撤

去
さ
れ
ま
し
た
。

敷
地
の
東
西
に

あ
る
門
柱
と
北

側
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
塀
が
ポ
ン

プ
場
の
名
残
を
留
め
て
い
ま
す
。

こ
の
先
水
道
み
ち
は
横
須
賀
線
を

く
ぐ
り
、
線
路
沿
い
を
田
浦
方
面

へ
と
向
か
い
ま
す
。 



 
 

  

「
水
道
み
ち
」
が
完
成
し
た
も
の
の

旧
海
軍
の
も
の
で
あ
り
、
逗
子
の
人
々

は
「
水
道
み
ち
」
を
通
る
水
を
利
用
し

て
い
ま
せ
ん
。
逗
子
の
水
は
ど
の
よ
う

に
供
給
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

昭
和
初
期
、
逗
子
に
は
ま
だ
水
道
が

な
く
、
井
戸
水
を
使
っ
た
り
、
飲
料
水

を
買
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

水
質
は
悪
く
量
も
不
足
し
て
お
り
、
良

質
の
水
を
得
る
た
め
に
は
大
規
模
な
水

道
設
備
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
昭
和

4
年
、
逗
子
と
葉
山
を
中
心
に
三
浦
半

島
・
湘
南
一
帯
の
16
町
村
で
県
営
水
道

期
成
同
盟
が
組
織
さ
れ
、
昭
和
6
年
に

相
模
川
を
水
源
と
す
る
県
営
水
道
の
敷

設
が
決
ま
り
ま
し
た
。
敷
設
工
事
は
昭

和
8
年
に
着
工
、
昭
和
10
年
に
完
成
し
、

逗
子
に
も
水
道
が
開
通
し
ま
し
た
。 

現
在
、
県
営
水
道
は
相
模
川
と
酒
匂

（
さ
か
わ
）
川
の
二
ヶ
所
を
水
源
と
し
、

逗
子
市
を
含
む
県
内
の
12
市
6
町
に

給
水
し
て
い
ま
す
。
逗
子
市
の
水
道
の

水
源
は
相
模
川
で
す
。
綾
瀬
と
寒
川
に

あ
る
浄
水
場
で
浄
化
さ
れ
た
後
（
た
だ

し
現
在
、
寒
川
は
水
道
管
取
換
え
工
事

中
）
、
市
内
に
あ
る
9
つ
の
配
水
池
を

通
っ
て
各
所
へ
送
ら
れ
て
い
ま
す
。 

＊ 

＊ 

＊ 
戦
後
、
軍
港
水
道
は
横
須
賀

市
の
も
の
と
な
り
、
そ
こ
を
通
る
水
は
、

横
須
賀
市
民
に
提
供
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

逗
子
の
「
水
道
み
ち
」
を
含
む
半
原
系

統
の
水
道
施
設
は
、
設
備
の
維
持
が
困

難
な
ど
の
理
由
で
平
成
19
年
に
送
水

が
停
止
さ
れ
、
水
道
設
備
と
し
て
は
平

成
27
年
に
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。 

             

逗
子
の
水
道 
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